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本論文の終章である第 6 章では, 経済主体の機会主義的行動を抑制するメカニズム
として経済学に急速に受け入れられつつある「ソーシャル・キャピタル(social capital)」
の概念とローカルな金融深化の関係を論じ, 今後の研究の方向性を展望する。ソーシャ
ル・キャピタルが豊富な社会では, 資金の借り手は社会的排除を恐れてモラル・ハザー
ドなどの機会主義的行動を抑制するだろう。さらに地域金融機関を含む共同体の規範が
外部の金融機関に対して暗黙的な参入障壁として機能する結果, ローカル地域に立地
する既存の金融機関にレントが生じ, それが適切なガバナンス・メカニズムによって支
店網の整備などを通じた預金収集などに振り向けられることでローカルな金融深化が
促されるかもしれない。 
